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地域のかがやき･････････
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あんな こんな

9月定例会････････
･････2～3

常任委員会報告･･････8～
13

議会報告会････････
･･22～24

24年度決算審査･･･････4
～6

14人が市政を問う････14～
20

一問一答

表
紙
の
絵
は
「
平
成
24
年
度
文
化
財
を
描
こ
う
」
歴
史
民
俗
博
物
館
長
賞　

　
　
　
　
　
　

堀ほ
り
こ
し越　

玲れ

お音
く
ん
（
当
時
小
田
小
学
校
４
年
生
）「
木
お
い
こ
」
で
す
。

　　　　　　　　　　　　ひら　　の　　 な　 な　 こ

 今回の題字は、　　　　　　　　　さん（向原小学校６年生）です。
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可　

決

９月定例会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
を
、
９

月
10
日
～
10
月
１
日
ま

で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
を
含
む
13

会
計
の
24
年
度
決
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
、
本
会

議
最
終
日
に
、
全
て
の

会
計
決
算
を
全
員
賛
成

で
認
定
し
ま
し
た
。（
決

算
審
査
は
４
～
６
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

一
般
会
計
補
正
予
算

ほ
か
21
議
案
（
う
ち
議

員
発
議
２
件
）
を
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。（
予

算
審
査
は
７
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）	

一
般
質
問
で
は
、
14

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
14
～
20
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

議
案
第
63
号

診
療
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

■
質　

疑

水
戸　

今
回
の
条
例
に

よ
り
除
か
れ
る
横
田
診

療
所
の
施
設
の
有
効
利

用
は
。

武
岡
福
祉
保
健
部
長　

　

診
療
所
は
老
朽
化
の

た
め
解
体
し
、
駐
車
場

と
し
て
利
用
す
る
。
住

居
部
分
は
売
却
を
検
討

し
て
い
る
。

　

全
員
賛
成

議
案
第
66
号

市
立
図
書
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
質　

疑

熊
高　

各
図
書
館
に
て

集
客
を
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
検
討
は
。

沖
野
教
育
次
長　

費
用

対
効
果
を
考
え
努
力
し

て
い
る
。

　

全
員
賛
成

議
案
第
78
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
【
消
防
本
部

消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
】

■
質　

疑

水
戸　

従
来
に
比
べ
て

メ
リ
ッ
ト
は
。

久
保
消
防
長　

最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
消
防
以

外
に
傍
受
出
来
な
い
た

め
、
個
人
情
報
が
保
護

さ
れ
る
こ
と
。

熊
高　

119
番
通
報
な
ど

に
お
け
る
、
機
械
依
存

に
よ
る
人
為
的
な
ミ
ス

防
止
対
策
も
含
む
の

か
。

久
保
消
防
長　

対
策
は

取
ら
れ
て
い
る
。

前
重　

消
防
団
と
の
関

係
は
。

久
保
消
防
長　

今
ま
で

ど
お
り
。

　

全
員
賛
成

■(

議
員
提
出
議
案
）

●
発
議
第
６
号

地
方
税
財
源
の
充
実
確

保
を
求
め
る
意
見
書

●
発
議
第
７
号

森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
地
方
の
財
源
確
保

の
た
め
の
意
見
書

　

全
員
賛
成

☆消防本部消防救急無線 デジタル化整備工事
平成27年4月稼働をめざす！

☆光ネットワーク整備工事 1億9764　万円追加　 平成26年３月末完成!
（光ファイバー線路、告知端末機の増・機能強化）
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大
型
事
業

９月定例会

（
付
議
さ
れ
た
案
件
）

決
算
認
定
関
係

○
認
定
第
１
号	

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

○
認
定
第
２
号
～
認
定
第
12
号　

特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
（
11
特
別
会
計
）

○
認
定
第
13
号	

平
成
24
年
度
水
道
事
業
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
（
公
営
企
業
会
計
）

条
例
関
係

（
新
た
な
条
例
制
定
又
は
廃
止
・
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
）

○
議
案
第
60
号	

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
62
号	

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
【
新
規

条
例
】

○
議
案
第
63
号	

診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

○
議
案
第
64
号	

歯
科
診
療
所
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
議
案
第
65
号	

文
化
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
議
案
第
66
号	

市
立
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

事
業
・
予
算
関
係

　
（
計
画
の
変
更
・
補
正
予
算
な
ど
）

○
議
案
第
61
号	

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

	

【
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
工
事
】	

○
議
案
第
78
号	

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

【
消
防
本
部
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ

ル
化
整
備
工
事
】

○
議
案
第
67
号	

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
68
～
76
号　

平
成
25
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
（
９
特
別
会
計
）

○
議
案
第
77
号	

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算

☆消防本部消防救急無線 デジタル化整備工事
4億8722万円

☆光ネットワーク整備工事 1億9764　万円追加　 平成26年３月末完成!
（光ファイバー線路、告知端末機の増・機能強化）
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委
員
長
報
告
（
抜
粋
）

　

24
年
度
決
算
の
特
徴

と
し
て
、
普
通
会
計
の

歳
入
に
お
い
て
は
、
地

方
債
の
額
が
、
前
年
度

よ
り
36
億
630
万
円
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
事
業
と
葬
斎
場
施

設
整
備
事
業
等
の
実
施

に
よ
り
、
合
併
特
例
債

が
30
億
９
２
４
０
万
円

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、

普
通
建
設
事
業
費
の
総

額
が
、
前
年
度
よ
り

40
億
６
６
５
３
万
円
増

加
し
て
お
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
、
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業
と
葬

斎
場
施
設
整
備
事
業
等

の
実
施
に
よ
る
も
の
で

し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
新
市
建

設
計
画
に
よ
る
大
型
建

設
事
業
の
実
施
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
た
こ
と
な
ど

が
要
因
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計 

■

■
総
務
部

Ｑ　

財
産
台
帳
管
理
シ

ス
テ
ム
を
全
庁
使
用
開

始
す
る
と
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
か
。

Ａ　

各
部
署
で
管
理
し

て
い
る
財
産
を
全
体
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
総
括
的
に
利
用
で

き
る
も
の
、
不
要
と
い

え
る
も
の
、
譲
渡
で
き

る
も
の
等
、
全
市
的
に

見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
。

■
企
画
振
興
部

Ｑ　

無
線
ア
ク
セ
ス
が

25
年
度
で
全
て
終
了
す

る
が
、
既
存
の
無
線
機

器
や
無
線
ア
ク
セ
ス
の

基
金
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

Ａ　

無
線
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
は
、
25
年
10
月

以
降
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
移
行
す
る
。

　

基
金
は
今
年
度
末
で

廃
止
し
、
残
余
金
に
つ

い
て
は
、
光
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
設
備
管
理
運
営
基

金
へ
移
行
し
、
有
効
活

用
し
た
い
。

決算審査

歳出総額 361億4387万円

完成した葬斎場

電柱に設置の無線機器（吉田町小山）

認
定

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

９
月
10
日
の
本
会
議

で
審
査
を
付
託
さ
れ
た

24
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
は
、
9
月

24
日
か
ら
26
日
ま
で
の

３
日
間
、
委
員
会
を
開

き
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。

�

委　
員　
長　

青
原
敏
治

�

副
委
員
長　

先
川
和
幸

�

委　
　

員　

議
長
を
除

　
　
　
　
　

く
全
議
員
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■
市
民
部

Ｑ　

法
人
税
が
23
年
度

と
比
べ
て
約
７
０
０
０

万
円
増
え
て
い
る
が
、

こ
の
原
因
は
。

Ａ　

一
番
大
き
な
も
の

は	

法
人
税
の
修
正
申

告
で
、
過
去
３
年
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
約
３
０
０

０
万
円
の
納
付
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

■
福
祉
保
健
部

Ｑ　

私
立
保
育
園
は
、

定
員
240
名
に
対
し
て
272

名
と
な
っ
て
い
る
が
、

公
立
保
育
所
の
定
員
割

れ
の
問
題
に
つ
い
て
の

説
明
を
。

Ａ　

人
口
が
多
い
所
に

あ
る
地
理
的
な
理
由

と
、
公
立
保
育
所
の
11

時
間
保
育
に
対
し
て
、

私
立
保
育
園
が
取
り
組

ん
で
い
る
延
長
保
育
に

よ
り
、
保
護
者
の
勤
務

状
態
等
の
関
係
か
ら
私

立
の
入
所
が
増
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ　

保
健
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
に
つ
い
て
、
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る

課
題
に
関
し
て
今
後
の

方
向
性
は
。

Ａ　

保
健
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
状
況
調
査
を
25

年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
て
お
り
、
2
箇
所
程

度
調
査
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
産
業
振
興
部

Ｑ　

神
楽
門
前
湯
治
村

へ
、
未
来
創
造
事
業
な

ど
６
０
０
０
万
円
以
上

を
投
入
し
て
い
る
。
当

期
利
益
が
500
万
円
程
度

し
か
上
が
っ
て
い
な
い

中
で
、
役
員
報
酬
や
賞

与
が
上
が
っ
て
い
る
状

況
は
、
株
主
と
し
て
ど

う
評
価
し
て
い
る
の

か
。
当
期
の
決
算
書
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ　

市
に
と
っ
て
地
域

振
興
を
図
る
上
で
重
要

な
施
設
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
役
員
報
酬
等

の
関
連
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
神
楽
門

前
湯
治
村
と
十
分
協
議

を
し
、
必
要
な
指
導
等

を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

決算審査

歳入総額 377億9239万円

老朽化状況調査対象の八千代保健センター

未来創造事業による神楽甲子園

一般会計・特別会計24
年
度
決
算
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■
産
業
振
興
部（
つ
づ
き
）

Ｑ　

耕
作
放
棄
地
対
策

事
業
の
仕
事
目
標
で
、

耕
作
放
棄
地
8
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
減
少
を
目
指

す
と
掲
げ
て
い
る
が
、

実
際
ど
れ
だ
け
減
少
し

て
い
る
か
。

Ａ　

昨
年
度
は
合
計
で

８
・
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

遊
休
農
地
が
解
消
で
き

た
。

■
建
設
部

Ｑ　

市
営
住
宅
の
使
用

料
の
滞
納
に
つ
い
て
、

徴
収
は
ど
う
い
っ
た
体

制
が
取
ら
れ
て
い
る

か
。

Ａ　

本
人
に
対
し
て
は
、

電
話
催
告
、
訪
問
等
の

納
付
指
導
を
行
い
、
あ

わ
せ
て
連
帯
保
証
人
へ

の
通
知
、
催
告
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

■
教
育
委
員
会

Ｑ　

学
力
向
上
推
進
事

業
で
、
小
学
校
の
学
習

補
助
員
が
減
員
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
場
の
教

員
に
負
担
が
増
え
る
な

ど
の
影
響
は
な
い
の

か
。

Ａ　

24
年
度
か
ら
、
学

級
の
人
数
等
に
よ
る
配

置
基
準
を
定
め
て
配
置

を
行
っ
て
い
る
。
補
助

員
の
人
数
は
減
っ
て
い

る
が
、
成
果
は
出
て
お

り
、
影
響
な
い
も
の
と

考
え
る
。

■ 

特
別
会
計 

■

■
介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

報
告
書
の
課
題
に

あ
る
「
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
よ
う

に
」
と
は
、
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
ど
う
い
う
形
を

捉
え
た
も
の
か
。

Ａ　

高
齢
者
や
障
が
い

者
が
、
病
気
や
一
人
暮

ら
し
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
す
る
た

め
に
、
介
護
と
医
療
の

連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
う
よ
う
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。

■
水
道
事
業
会
計

Ｑ　

赤
水（
に
ご
り
水
）

対
策
と
し
て
、
坂
巻
浄

水
場
の
ろ
過
機
を
更
新

し
て
い
る
が
、
こ
の
施

設
の
耐
用
年
数
は
何
年

の
見
通
し
で
あ
る
か
。

Ａ　

施
設
は
、
減
価
償

却
の
考
え
方
で
60
年
で

あ
る
。

決算審査

学習補助員とともに

耕作放棄地の現状

坂巻浄水場（吉田町）

借入金残額 472億7748万円
市民１人あたり借入金残額 154万円
市民１人あたり支出額 117万円
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■
主
な
質
疑

■ 

一
般
会
計 

■

■
総
務
部

Ｑ　

職
員
給
与
の
特
例

減
額
は
国
の
要
請
に
よ

る
減
額
で
あ
る
が
、
地

方
交
付
税
や
一
般
財
源

な
ど
、
市
の
財
政
に
ど

の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ

す
か
。

Ａ　

職
員
給
与
費
は
、

普
通
交
付
税
の
基
準
財

政
需
要
額
（
※
1
）
の

中
で
、
ほ
と
ん
ど
の
項

目
に
影
響
が
あ
り
、
金

額
の
把
握
は
困
難
で
あ

る
が
、
減
額
相
当
額
に

つ
い
て
は
、
財
政
調
整

基
金
（
※
2
）
で
対
応

し
た
こ
と
に
な
る
。

■
福
祉
保
健
部

Ｑ　

乳
が
ん
検
診
業
務

委
託
料
を
国
の
方
針
変

更
に
伴
い
減
額
し
て
い

る
が
、
市
と
し
て
の
一

定
の
方
針
の
も
と
に
実

施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

今
後
、
市
の
方
針

を
し
っ
か
り
検
討
し
、

国
の
指
針
、
国
の
流
れ

の
状
況
も
確
認
し
た
う

え
で
予
算
計
上
を
行
い

た
い
。

■
産
業
振
興
部

Ｑ　

地
域
農
道
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
業
は
、
要
望

が
あ
れ
ば
今
後
も
予
算

措
置
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
こ
れ
に
か
わ
る
事

業
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

今
年
度
最
終
年
と

い
う
こ
と
で
、
６
月
末

締
切
で
市
民
に
周
知
を

行
っ
て
お
り
、
あ
る
程

度
整
備
も
で
き
た
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
年

度
で
一
区
切
り
と
し
た

い
。

■
教
育
委
員
会

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・

大
会
等
開
催
事
業
費
で

の
「
吉
田
沙
保
里
講
演

会
」
に
中
学
生
を
招
く

に
あ
た
り
、
１
年
生
を

除
い
た
理
由
は
。

Ａ　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
大
ホ
ー
ル
の
収
容

定
員
や
市
民
ニ
ー
ズ
を

含
め
検
討
を
行
っ
た
結

果
、
中
学
生
全
体
を
招

く
の
は
量
的
に
困
難
と

考
え
た
。
お
太
助
フ
ォ

ン
を
通
じ
て
１
年
生
の

教
室
に
映
像
を
流
せ
る

よ
う
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

■ 

特
別
会
計 

■

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

医
療
費
の
増
加

や
、
国
保
税
額
の
上

昇
、
消
費
税
増
税
の
問

題
を
含
め
、
今
後
の
国

保
財
政
を
ど
の
よ
う
に

予
測
し
て
い
る
か
。

Ａ　

当
市
に
お
い
て
は
、

１
人
当
た
り
の
医
療
費

が
大
体
２
・
２
％
か
ら

４
％
の
間
で
伸
び
て
い

る
。

　

来
年
度
は
、
２
年
に

一
度
の
診
療
報
酬
の
改

定
が
あ
り
、
影
響
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
す
る
。
消
費
税
の
増

税
問
題
も
含
め
、
予
算

編
成
の
中
で
十
分
考
え

て
い
き
た
い
。

補正予算

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

９
月
10
日
の
本
会
議

で
審
査
を
付
託
さ
れ
た

25
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
補
正
予
算
を
、

9
月
11
日
に
委
員
会
を

開
き
、
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。

�

委　
員　
長　

青
原
敏
治

�

副
委
員
長　

先
川
和
幸

�

委　
　

員　

議
長
を
除

　
　
　
　
　

く
全
議
員

地域農道リフレッシュ事業で
舗装された道

一般会計総予算額　２１４億５２1６万円
２億２３５３万円追加

市道改良・学校耐震化など25
年
度
補
正
予
算

可
決

（
※
1
）
基
準
財
政
需
要
額

　
普
通
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
金
額
の
こ
と

（
※
2
）
財
政
調
整
基
金

　
市
の
貯
金
に
あ
た
る
も
の

ひ
と
く
ち
メ
モ
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総務企画

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
１
件
、
要

望
・
陳
情
２
件
を
、
９

月
19
日
に
委
員
会
を
開

き
慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。（

主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
審
査
し
た
要
望
書
）

○
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

�

他
１
件

委 

員 

長　

山
本　

優

副
委
員
長　

石
飛
慶
久

委　
　

員　

玉
重
輝
吉

水
戸
眞
悟

熊
高
昌
三

塚
本　

近

陳情・要望

■
概　

要

　

次
の
非
常
勤
特
別
職

の
報
酬
等
を
定
め
る
。

○
社
会
福
祉
法
人

�

指
導
監
査
専
門
員

　

社
会
福
祉
法
人
の
監

督
指
導
の
た
め
、
外
部

か
ら
専
門
家
（
公
認
会

計
士
・
社
会
保
険
労
務

士
）
を
任
用
す
る
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
委
員

　

子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
制
定
に
よ
り

置
か
れ
る
委
員
。

■
質　

疑

熊
高　

社
会
福
祉
法
人

指
導
監
査
専
門
員
の
報

酬
額
は
「
予
算
の
範
囲

内
で
市
長
が
別
に
定
め

る
」
と
あ
る
が
。

武
岡
福
祉
保
健
部
長

　

予
算
で
は
、
日
額

１
万
９
６
０
０
円
の
４

日
間
と
し
て
い
る
が
、

県
の
金
額
に
準
じ
て
お

り
、
毎
年
見
直
し
が
行

わ
れ
る
た
め
。

☆社会福祉法人指導監査専門員
☆子ども・子育て会議委員　　

非常勤特別職に追加

市が監査を行う社会福祉法人
（７法人）　

○安芸高田市社会福祉協議会
○愛心会　　　　　　○報正会
○ちとせ会　　　　　○たんぽぽ
○高宮美土里福祉会
○ひとは福祉会

※法改正により、監督権限が県から市
へ移譲されたことによる。
� （25年４月１日から）

◎地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について
要望者：全国市議会議長会
要　旨：平成26年度の地方財政対策は、政府が財政健全化を進める中、厳しい展開が予想さ

れる。また、平成26年度税制改正では、市町村の基幹税目の固定資産税の現行堅持、
自動車取得税・重量税の取扱等、様々な課題が山積している。よって地方税財源の
充実確保を求める意見書を国へ提出することを求めるもの。

 【審査の経過】上記要望は、委員会で採択し、諸手続を経て関係機関に意見書を提出しました。

◎国に対し「消費税増税の当面中止を求める意見書」の提出を求める陳情書
陳情者：三次民主商工会
趣　旨：中山間地域では景気回復はいまだ実感できない状況である。消費税は低所得者ほど

負担が重い税金であるため、住民の暮らし、地域経済、地方自治体に深刻な打撃を
与える消費税増税の当面中止を求める意見書を、政府に送付することを求めるもの。

 【審査の経過】現在、政府の結論待ちの状態であり、委員会としては、意見書の提出はしな
いこととする。但し、趣旨は充分に理解できるため、陳情は趣旨採択としま
した。
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総務企画

先進地視察
白
しろいし

石町（佐賀県）、小
お ぢ か

値賀町（長崎県） ８月21日～23日

研修報告 総務企画常任委員会

視察地 視察テーマ 特　徴

佐賀県白
しろいし

石町
人口：25,258人
世帯数：7,713世帯
高齢化率：27％
面積：99.46㎢

白石町の「まちづくり」に
ついて
◇総合計画に位置付けた取組み
◇「都市再生整備事業」を活用
した取組み

・平成17年１月１日に、
白石町、有明町、福富
町が合併した南北10㎞
の平坦な地形である。
・中央を「白石セントラ
ル」と名付け、生活と
交流の場が存在するス
マートシティ構想を基
本に、都市再生整備事
業を実施している。

長崎県小
お ぢ か

値賀町
人口：2,759人
世帯数：1,328世帯
高齢化率：45％
面積：25.46㎢

小値賀町の「まちづくり」
について
◇体験を通した「観光まちづく
り」の取り組み
◇アイランドツーリズムによる
「まちづくり」の取り組み

・合併を行わず、約2,700
人の町民で、古民家を
リフォームした民泊事
業を主幹としたまちづ
くりを実施中。
・離島であり、本土から
観光客を呼び込み外貨
を稼ぐという意識が非
常に高い。
・Ⅰターンした若者を政
策実施中心者にするな
ど、行政、議会が積極
的に支援することで、
Ｕターン、Ｉターンさ
れる人が増加傾向。

安芸高田市
人口：30,515人
世帯数：13,167世帯
高齢化率：35.57％
　　（25年8月末現在）
面積：537.79㎢

まとめ

◇合併10周年となる当市において、少子高齢化が進むなか、
地域性を活かした「まちづくり」を実施する必要がある
と思われる。

◇当市でも、「まちづくり」にＵターン・Ｉターン者の意見
を聞くシステムの確立が必要であると思われる。
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文教厚生

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
１
件
、
所

管
事
務
調
査
２
件
を
、

９
月
18
日
に
委
員
会
を

開
き
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。（

主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
条

例（
所
管
事
務
調
査
）

○
国
民
健
康
保
険
の
財

政
健
全
化
に
つ
い
て

○
向
原
こ
ば
と
園
民
営

化
の
効
果
額
に
つ
い

て委 

員 

長　

児
玉
史
則

副
委
員
長　

前
重
昌
敬

委　
　

員　

玉
井
直
子

　
　
　
　
下
岡
多
美
枝

　
　
　
　
　

青
原
敏
治

　
　
　
　
　

金
行
哲
昭

安芸高田市子ども・子育て会議条例
■概　要■

　平成24年8月22日に公布された「子ども・子育て支援法」第77条において、子ども・
子育てに関する審議会その他の合議制の機関を設置することが努力義務として課されて
いることから、条例を制定し「安芸高田市子ども・子育て会議」を設置する。

≪レセプト（診療報酬明細）点検の充実強化≫
1人当たり財政効果額(円)
過誤調整等 内容再掲

21年度 安芸高田市 1,965 954
県平均 2,210 629

22年度 安芸高田市 4,132 979
県平均 2,000 558

23年度 安芸高田市 2,236 972
県平均 1,876 465

≪ジェネリック（後発）医薬品の使用促進≫
23年度 24年度

延 べ 人 数 8,865人 12,409人
削 減 額 17,396千円 24,879千円
1人当たり削減額 1,962円 2,005円
シェア率（数量） 21.89％ 23.10％

国民健康保険財政健全化の進捗について

着実に効果が
出てるん
だね !　

所管事務調査

向原こばと園完成予想図

民設民営による市の支出額の軽減
●建設費����� 約2億1000万円
●運営費����約6900万円(年間)
サービス面
●園バスの運行
●延長保育の充実

向原こばと園民営化の効果
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文教厚生

先進地視察
尼
あまが

崎
さき

市
し

（兵庫県）、四
よっ

日
か

市
いち

市
し

（三重県）、岐
ぎ ふ し

阜市（岐阜県）
８月19日～21日

研修報告 文教厚生常任委員会

〔尼崎市視察研修状況〕 〔岐阜市視察研修状況〕

視察地 視察テーマ 特　徴

兵　
　

庫　
　

県

尼崎市
人口：453,748人
世帯数：209,343世帯
面積：49.97k㎡
高齢化率：23.3％

市民の健康保持・
増進と医療費の
適正化の取り組
み

・基本的な考え方「誰のために、何のた
めに｣。

・早い段階からの取り組みがある背景に
は、｢税収の減｣「生活保護費等の扶助
費増加｣「国保等医療費の増加」この
脱却に向け、市民の健康増進に向けた
対策「ヘルスアップ尼崎戦略事業」展
開。

・できることからやってみる「早期撤退
取捨選択」。

三　

重　

県

四日市市
人口：307,766人
世帯数：120,020世帯
面積：205.58�k㎡
高齢化率：21.3％

教育現場での
ICT（情報通信
技術）の利活用
の取り組み

・�ICT（情報通信技術）で授業を変える。
・子どもの学びを変える。
・校内研修で意識を変える。

岐　

阜　

県

岐阜市
人口：413,136人
世帯数：161,718世帯
面積：202.89k㎡
高齢化率：23.7％

教育現場での
ICT（情報通信
技術）の利活用
の取り組み

・国（総務省・文部科学省）の事業をう
まく活用され今日に至っている。
・市長自ら教育面を重視され、市独自の
予算で電子黒板、パソコン、実物投影
機等将来の世代を担う若者に投資。

≪まとめ≫
◇「教育現場での ICT（情報通信技術）利活用」の取り組み
　市内にモデル校（小学校・中学校）を指定し、国（総務省・文部科学省）の事業活用、市
独自の予算を増額併用し、電子黒板・パソコン・実物投影機等整備を、早期に検討を要する。
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産業建設

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
議
案
は
な
く
、

陳
情
１
件
を
９
月
20
日

に
委
員
会
を
開
き
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
件
の
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

（
審
査
し
た
陳
情
書
）

○
「
森
林
吸
収
源
対
策

及
び
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
地
方
の

財
原
確
保
の
た
め
の

意
見
書
採
択
」
に
関

す
る
陳
情
に
つ
い
て

（
所
管
事
務
調
査
）

○
空
き
家
対
策
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て

�

委　
員　
長　

大
下
正
幸

�

副
委
員
長　

宍
戸
邦
夫

�

委　
　

員　

久
保
慶
子

�

先
川
和
幸

�

秋
田
雅
朝

�

藤
井
昌
之

◎「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のため
の意見書採択」に関する陳情について

陳情者：全国森林環境税創設促進議員連盟
要　旨：自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための、森林・林業・山村対策

の抜本的な強化をはかることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能
を有する森林の整備・保全等を推進する市町村の役割を踏まえ、「石油石炭税
の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じて譲与する仕組みを
構築することを求める意見書を、政府関係機関に対し提出いただきたい。

【審査の経過】
上記要望は、委員会で採択し、諸手続きを経て関係機関(国)に要望書を送付すること
としました。

陳情

未来へつなぐ森林環境
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産業建設

先進地視察
道の駅　内

うち

子
こ

町（愛媛県）、四
し

万
まん

十
と

町（高知県） ８月28日～30日

研修報告 産業建設常任委員会

　

安
芸
高
田
市
で
も
「
道

の
駅
」
構
想
が
あ
る
中
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
の
参

考
と
し
て
、
道
の
駅
の
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
テ
ー
マ

①
道
の
駅
の
運
営

②
直
販
所
の
運
営

③
地
産
地
消
と
農
産
加
工

愛
媛
県
内
子
町
の
道
の
駅

「
内う
ち
こ子
フ
レ
ッ
シ
ュ

 

パ
ー
ク
か
ら
り
」

　

ま
ず
社
長
か
ら
説
明
を

受
け
、
施
設
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。「
職
員
の
雇

用
の
確
保
、
生
活
の
保
障

は
も
ち
ろ
ん
、
生
産
者
の

所
得
向
上
や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
に
は
、
道
の
駅

と
し
て
必
要
な
３
つ
の
機

能
（
休
憩
・
情
報
発
信
・

地
域
連
携
）
の
前
提
は
あ

る
も
の
の
、
施
設
を
維
持

す
る
と
と
も
に
黒
字
を
出

し
て
い
く
こ
と
を
最
優
先

と
し
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
い
か

に
県
外
の
観
光
客
は
も
と

よ
り
近
隣
の
市
町
か
ら
の

集
客
を
増
や
し
て
い
く

か
、
そ
し
て
商
品
開
発
を

行
い
加
工
品
の
販
売
促
進

を
行
っ
て
い
く
か
が
重
要

な
取
組
み
と
な
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
加
工

品
の
販
売
促
進
と
共
に
、

農
家
と
の
契
約
栽
培
を
進

め
て
農
家
の
所
得
の
安
定

を
図
り
た
い
と
の
方
向
性

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

高
知
県
四
万
十
町
の
道
の
駅

「
四し
ま
ん
と

万
十
と
お
わ
」

　

こ
の
施
設
は
、
自
然
素

材
を
活
か
し
た
地
産
地

消
、
交
流
、
地
域
振
興
の

拠
点
と
し
て
平
成
19
年
に

開
設
。
地
元
企
業
「
㈱

四
万
十
ド
ラ
マ
」
が
プ
ラ

ン
の
段
階
か
ら
企
画
提
案

に
関
わ
り
、
従
来
の
ど
こ

に
で
も
あ
る
お
み
や
げ
と

ト
イ
レ
休
憩
の
道
の
駅
で

は
な
く
、「
こ
こ
に
し
か

な
い
も
の
」
を
提
供
で
き

る
滞
在
型
の
道
の
駅
を
目

指
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

の
は
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
や
農

協
な
ど
が
積
極
的
に
関
わ

り
、
商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト

や
販
売
、
仕
組
み
、
運
営

の
検
討
を
重
ね
て
完
成
し

た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
地

域
が
一
つ
に
な
り
愛
着
の

あ
る
道
の
駅
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
特
徴
的
な
の

は
、
産
直
市
を
運
営
し
て

い
る
地
元
女
性
グ
ル
ー

プ
「
お
か
み
さ
ん
市
」
が
、

伴
設
さ
れ
て
い
る
食
堂
の

定
休
日
の
厨
房
を
利
用
し

て
、
地
元
農
産
物
を
使
っ

た
「
お
も
て
な
し
バ
イ
キ

ン
グ
」
を
行
い
、
大
変
好

評
を
得
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

つ
ま
り
“
食
”
は
大
き

な
魅
力
で
あ
り
、
人
を
呼

ぶ
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

ま
と
め

　

こ
の
度
の
視
察
研
修
を

通
し
て
、
安
芸
高
田
市
で

は
、今
あ
る
現
状
の
中
で
、

「
安
芸
高
田
ら
し
く
、

 

安
芸
高
田
だ
か
ら
こ
そ
、

 

安
芸
高
田
に
ふ
さ
わ
し
い
」

魅
力
を
発
信
す
る
「
道
の

駅
」
と
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

からりの産直市外観

四万十とおわ研修風景
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一般
質問

宍
戸　

就
農
者
が
激
減

す
る
中
で
、
将
来
の
農

業
を
支
え
る
担
い
手
を

育
成
・
確
保
す
る
た
め

に
、
農
業
者
年
金
の
保

険
料
へ
の
行
政
支
援
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

既
に
国
の
政
策

支
援
で
保
険
料
補
助
が

あ
り
、
農
業
者
以
外
の

被
保
険
者
と
の
公
平
の

観
点
か
ら
慎
重
に
判
断

し
た
い
。

宍
戸　

農
村
民
泊
制
度

の
確
立
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
は
。

市
長　

農
村
民
泊
は
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
う
え
で
有
意
義

で
あ
る
と
考
え
る
。
農

村
民
泊
と
は
い
え
、
農

家
に
限
ら
ず
、
市
民
の

方
々
に
協
力
し
て
頂
き

な
が
ら
、
ど
な
た
で
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。

大
下　

通
学
路
の
危
険

箇
所
の
改
善
と
対
策
は
。

市
長　

国
・
県
に
対
し

早
期
対
策
要
望
し
て
危

険
箇
所
か
ら
対
応
し
て

い
く
。

教
育
長　

今
あ
る
通
学

環
境
の
中
で
、
自
分
の

命
、
ま
た
安
全
を
守
る

た
め
に
ど
う
行
動
す
べ

き
か
、
保
護
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
教
育
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
万

全
な
対
応
を
取
る
。

大
下　

ク
ラ
ブ
活
動
に

お
け
る
外
部
指
導
者
の

対
応
が
必
要
で
は
。

教
育
長　

ク
ラ
ブ
活
動

を
通
し
て
成
功
失
敗
経

験
を
踏
ま
え
、
学
習
意

欲
、
生
活
意
欲
、
ま
た

子
ど
も
の
持
っ
て
い
る

可
能
性
、
夢
を
伸
ば
す

よ
う
、
指
導
者
の
有
効

活
用
を
図
る
。

大
下　

い
じ
め
、
不
登

校
の
対
応
は
。

教
育
長　

個
別
の
面
談

を
行
い
実
態
把
握
と
指

導
の
徹
底
を
図
り
、
家

庭
教
育
支
援
員
と
連
携

し
、
早
期
に
学
校
復
帰

で
き
る
よ
う
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

安全・安心
市
長
・
教
育
長
／
早
期
に
対
策
要
望
し
、

危
険
か
ら
守
る
対
応
を
取
る

通
学
路
は
安
全
か

宍戸 邦夫
（無所属）

農業者年金保険料への
行政支援は
市長／課題があるので
　　　十分検討したい

就
農
者
支
援

大下 正幸
（あきの会）

充実した老後生活のために

横断歩道がない道路をわたってのバス通学
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一般
質問

一問一答

水
戸　

昨
年
の
法
改
正

に
よ
り
、
報
酬
等
一
定

の
身
分
を
保
障
し
民
間

ハ
ン
タ
ー
の
隊
員
も
含

め
た
「
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
」
の
設
置
が
可

能
と
な
っ
た
。
本
市
で

も
編
成
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長　

農
作
物
の
鳥
獣

被
害
に
つ
い
て
は
、
主

に
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に

対
策
を
委
ね
て
い
る

が
、
班
員
の
高
齢
化
等

に
よ
り
捕
獲
体
制
の
継

続
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
被
害
農

家
か
ら
の
捕
獲
依
頼
に

は
機
動
的
に
対
応
す
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
。
民
間
を
含

む
「
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
の
編
成
に
は
、

報
酬
の
額
や
活
動
範
囲

等
の
調
整
を
要
す
る
た

め
、
市
の
有
害
鳥
獣
捕

獲
対
策
協
議
会
で
の
議

論
を
通
し
て
実
施
に
向

け
た
検
討
を
進
め
た
い
。

 
そ
の
他
の
質
問

○
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
用
に
つ
い
て

○
全
国
学
力
テ
ス
ト
に

お
け
る
本
市
の
課
題

に
つ
い
て

下
岡　

生
活
習
慣
病
重

症
化
予
防
事
業
に
１
５

０
０
万
円
予
算
化
さ
れ

て
い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

市
長　

150
名
を
目
標
に

４
月
か
ら
２
期
に
分
け

各
自
に
合
っ
た
個
別
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
て
生
活
習
慣
の
改
善

指
導
を
行
い
、
自
己
管

理
能
力
向
上
に
一
定
の

成
果
が
現
れ
て
い
る
。

下
岡　

参
加
し
た
く
て

も
で
き
な
い
対
象
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で

は
。

市
長　

啓
発
も
含
め
て

検
討
し
、
今
後
一
歩
進

ん
だ
取
り
組
み
を
す
る
。

下
岡　

お
太
助
フ
ォ
ン

か
ら
対
象
者
に
状
況
の

説
明
を
し
た
り
、
禁
煙

の
呼
び
か
け
や
体
操
な

ど
、
市
民
が
自
分
の

ペ
ー
ス
で
健
康
維
持
で

き
る
取
り
組
み
を
さ
れ

て
は
ど
う
か
。

市
長　

お
太
助
フ
ォ
ン

の
テ
レ
ビ
電
話
機
能
を

有
効
活
用
し
、
保
健
指

導
な
ど
効
果
的
に
図
れ

る
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。

実施隊の編成は

市長／実施の検討を進める

鳥
獣
被
害
対
策

下岡多美枝
（無所属）

水戸 眞悟
（絆）

健康倍増
市
長
／
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
位
置
付
け

　
　
　

万
全
の
支
援
体
制
で
取
り
組
む

生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
事
業
に
つ
い
て

猟友会の安全射撃訓練

健康倍増計画
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一般
質問

先
川　

特
別
警
報
発
令

時
の
避
難
行
動
計
画
は
。

市
長　

本
市
の
地
形
等

を
考
慮
す
る

と
、
平
素
よ

り
住
民
自
ら

が
一
時
避
難

場
所
を
想
定

す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た

市
は
早
期
避

難
の
必
要
性

や
、
自
助
・

共
助
の
重
要

性
の
啓
発
に

努
め
る
。

先
川　

避
難
場
所
の
容

量
と
食
料
備
蓄
は
。

市
長　

避
難
場
所
と
し

て
は
56
ヶ
所
、
２
万
６

４
３
２
人
収
容
可
能

で
、
食
料
等
の
備
蓄
は

３
日
間
程
度
用
意
し
て

い
る
。

先
川　

自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
は
。

市
長　

災
害
対
応
に
想

定
外
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
最
悪
の
事
態
を
想

定
し
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
自
ら
の
命
は

自
ら
守
り
、
平
素
の
訓

練
を
通
じ
、被
害
状
況
、

安
否
確
認
、
要
援
護
者

等
の
情
報
提
供
を
期
待

す
る
。

特別警報

市
長
／
迅
速
な
情
報
伝
達
と

的
確
な
指
示　
　
　

発
令
時
の
対
応
は

前
重　

地
域
の
振
興
、

日
常
生
活
の
安
全
安
心

の
確
保
等
に
お
け
る
、

今
後
の
未
改
良
の
市
道

整
備
は
。

市
長　

費
用
対
効
果
、

緊
急
性
の
度
合
い
等
に

よ
り
、
厳
し
い
選
択
と

集
中
の
考
え
方
で
進
め

て
い
く
。

前
重　

市
道
認
定
の
路

線
数
、
延
長
は
。

建
設
部
長　

１
１
７
０

数
路
線
、
約
805
㎞
。

前
重　

整
備
計
画
以
外

の
路
線
で
、
地
域
の
協

力
を
い
た
だ
け
る
整
備

に
つ
い
て
は
、
市
独
自

の
助
成
事
業
も
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長　

市
民
の
協
力
が

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
優
先
的
に
制
度
づ

く
り
を
検
討
し
て
い

く
。
大
事
な
検
討
課
題

に
す
る
。

 

そ
の
他
の
質
問

○
社
会
基
盤
整
備
に
よ

る
、
公
共
事
業
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て

○
外
部
人
材
活
用
に
よ

る
人
口
増
加
対
策
に

つ
い
て

未改良道路は
市長／地域の協力があれば、
　　　優先的に制度を検討

市
道
整
備

今後の課題となる市道整備

前重 昌敬
（絆）

先川 和幸
（無所属）
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一般
質問

久
保　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ

ェ
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
、

「
身
近
に
プ
ロ
選
手
が

見
ら
れ
て
い
い
が
、
弁

当
の
一
つ
も
買
え
な

い
。
飲
み
物
の
自
動
販

売
機
も
売
り
切
れ
が
多

か
っ
た
。」
と
い
う
声

を
聞
く
。
売
店
の
設
置

に
つ
い
て
、
公
募
を
す

れ
ば
協
力
が
得
ら
れ
る

の
で
は
。

市
長　
「
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
、
新
た
な
施

設
整
備
は
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
効
果

が
で
る
の
な
ら
民
間
活

力
も
検
討
し
た
い
」
と

昨
年
の
12
月
議
会
で
答

弁
し
て
い
る
。
新
た
な

提
案
で
あ
り
、
指
定
管

理
者
や
保
健
所
と
の
協

議
が
必
要
だ
が
、
課
題

と
し
て
検
討
し
た
い
。

民
間
で
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
そ

の
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

かつてはサポーターも食事できていた茶屋

秋
田　

竹
林
面
積
が
拡

大
し
て
い
る
。
特
に
放

置
竹
林
は
土
砂
災
害
等

の
原
因
と
な
り
、
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

繁
茂
防
止
は
ひ

ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事

業
の
里
山
林
整
備
事
業

で
対
応
し
て
お
り
、
引

き
続
き
事
業

推
進
と
所
有

者
の
自
己
管

理
啓
発
に
よ

り
対
応
し
た

い
。

秋
田　

竹
粉

砕
機
の
購
入

支
援
、
放
置

竹
林
の
伐
採

可
能
な
シ
ス

テ
ム
づ
く
り

等
、
市
民
に

対
す
る
支
援

を
。

市
長　

機
械

支
援
は
受
け

皿
づ
く
り
と

活
用
策
を
、

仕
組
み
づ
く
り
は
他
市

町
の
事
例
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

秋
田　

粉
砕
処
理
さ
れ

た
竹
材
を
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
堆
肥

化
し
、
耕
作
地
の
土
壌

改
善
に
役
立
て
て
は
ど

う
か
。

市
長　

堆
肥
の
質
の
向

上
に
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
活
用
で
き
る
量
や

コ
ス
ト
面
を
整
理
し
、

関
係
者
の
意
見
も
参
考

に
事
業
化
の
検
討
を
行

い
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

○
農
作
業
事
故
防
止
対

策
に
つ
い
て

整備のシステム
づくりを
市長／他市町の事例を

参考に検討　　

竹
林
整
備
対
策

堆肥センターで竹林資材の有効活用を

サッカー公園に
売店を

市
長
／
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い

協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
の
公
募
は

秋田 雅朝
（政友会）

久保 慶子
（無所属）
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一般
質問

熊
高　

小
学
生
対
象
の

英
会
話
教
室
等
は
公
平

な
取
り
組
み
か
。

教
育
次
長　

教
室
開
催

地
は
、
選
択
と
集
中
で

１
会
場
と
し
た
が
、
全

市
か
ら
参
加
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

熊
高　

地
理
的
、
経
済

的
条
件
の
厳
し
い
市
民

へ
の
影
響
は
。

教
育
長　

社
会
教
育
は

自
助
を
基
本
に
そ
の
上

で
公
助
を
。
学
校
教
育

は
機
会
均
等
に
努
め
る
。

中
心
部
で
の
事
業
展
開

は
再
度
検
討
を
し
て
み

た
い
。

熊
高　

地
域
実
態
把
握

の
不
十
分
さ
か
ら
、
社

会
教
育
へ
の
対
応
が
行

き
届
い
て
い
な
い
の
で

は
。

教
育
長　

そ
の
よ
う
な

実
態
も
あ
り
今

後
最
大
限
努
力

す
る
。

熊
高　

学
校
規

模
適
正
化
に
向

け
、
教
育
が
地

域
に
与
え
る
影

響
は
大
き
く
、

き
め
細
か
な
取

り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

教
育
長　

学
校

規
模
適
正
化
は

社
会
教
育
の
充

実
と
も
大
き
く

関
係
し
て
い
る
。
合
併

10
年
を
機
に
子
ど
も
を

巻
き
込
ん
だ
新
し
い
地

域
の
あ
り
方
を
、
み
ん

な
で
議
論
し
、
安
芸
高

田
教
育
を
つ
く
っ
て
い

く
。

 

そ
の
他
の
質
問

○
観
光
・
防
災
拠
点
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
、「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
」
と
し
て
持
続
可

能
な
環
境
配
慮
型
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て充分な文化活動の支援を

青
原　

学
校
規
模
適
正

化
推
進
計
画
の
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

今
年
度
は
計

画
推
進
期
間
の
中
間
年

度
に
あ
た
る
。
小
学
校

の
統
合
に
向
け
て
具
体

的
な
議
論
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
統
合

準
備
委
員
会
」
の
立
ち

上
げ
に
向
け
、今
後
は
、

保
護
者
へ
の
説
明
と
合

わ
せ
て
、
各
地
域
振
興

会
を
は
じ
め
、保
育
所
、

幼
稚
園
な
ど
に
説
明
を

行
い
、「
統
合
準
備
委

員
会
」
の
立
ち
上
げ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

青
原　

土
師
ダ
ム
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
宿
泊
施
設
を
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

宿
泊
施
設
は
利

用
者
の
皆
様
の
利
便
性

を
高
め
る
と
思
う
が
、

逼ひ
っ
ぱ
く迫
す
る
財
政
の
中
、

新
た
に
整
備
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
る
。

民
間
の
方
々
が
ぜ
ひ
宿

泊
所
を
作
ら
せ
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

教育や文化活動支援は
公平公正か
教育長／社会教育は自助を基本に、
　　　　学校教育は機会均等

教
育
の
機
会
均
等

学校規模適正化説明会

学校規模適正化
教
育
長
／
統
合
準
備
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に

向
け
、
説
明
会
を
行
っ
て
い
る　

学
校
規
模
適
正
化
の

進
捗
状
況
は

熊高 昌三
（無所属）

青原 敏治
（あきの会）
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一般
質問

金
行　

本
市
に
も
不
妊

治
療
の
方
が
お
ら
れ
、

治
療
も
長
期
化
し
、
費

用
も
か
か
っ
て
い
る
。

市
も
不
妊
治
療
に
対
す

る
助
成
が
必
要
と
考
え

る
が
。

市
長　

広
島
県
不
妊
治

療
支
援
事
業
に
上
乗
せ

す
る
形
で
助
成
し
て
い

る
市
町
が
あ
る
。
実
情

を
把
握
し
、
前
向
き
に

検
討
す
る
。

金
行　

本
市
で
は
平
成

20
年
度
決
算
か
ら
「
新

地
方
公
会
計
制
度
」
を

取
り
入
れ
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
は
。
ま
た
、

そ
の
成
果
を
市
の
長
期

総
合
計
画
の
見
直
し
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

る
の
か
。

市
長　

市
民
1
人
当
た

り
の
資
産
額
や
負
債

額
、
ま
た
行
政
コ
ス
ト

等
が
算
出
で
き
る
。
当

初
つ
く
ら
れ
た
総
合
計

画
も
見
直
し
を
し
て
い

る
が
、
減
価
償
却
を
見

て
い
な
い
施
設
も
あ

り
、
複
式
簿
記
の
成
果

を
踏
ま
え
た
デ
ー
タ
の

中
で
計
画
を
検
討
し
て

い
く
。

玉
井　

ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
が
安
心

安
全
に
生
活
で
き
る
た

め
の
施
策
と
課
題
は
。

市
長　

平
成
24
年
３
月

に
策
定
し
た
「
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に

の
っ
と
り
、
高
齢
者
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。

市
民
が
お
互
い
に
助
け

合
う
「
市
民
総
ヘ
ル

パ
ー
構
想
」
を
提
唱

し
、
市
社
協
と
連
携
し

て
「
安
心
生
活
創
造
事

業
」
を
立
ち
上
げ
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

等
の
生
活
支
援
や
見
守

り
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
課
題
は
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
。
人
材
の

確
保
も
検
討
し
て
い
る
。

玉
井　

横
の
連
携
と
安

否
確
認
に
つ
い
て
は
。

市
長　

関
係
部
局
団
体

等
と
情
報
の
共
有
を
図

り
、
積
極
的
な
見
守
り

や
相
談
・
支
援
体
制
を

整
え
、
定
期
的
な
訪
問

で
安
否
確
認
も
行
っ
て

い
る
。

本市も
不妊治療への助成を
市長／前向きに検討したい

子
育
て
支
援
策

さまざまな事業に取り組む

安心安全
市
長
／
様
々
な
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
生
活

支
援
や
見
守
り
活
動
に
取
り
組
む　

高
齢
者
の
安
心
安
全
は

金行 哲昭
（政友会）

玉井 直子
（無所属）
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一般
質問

山
本　

障
が
い
者
の
水

泳
世
界
選
手
権
が
カ
ナ

ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
選
手
の

サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
勤

め
先
を
退
職
し
参
加
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
。

市
長　

素
晴
ら
し
い
指

導
者
が
お
ら
れ
る
こ
と

は
市
と
し
て
も
誇
り
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
大
い
に
貢
献
し
て
い

た
だ
き
た
い
。し
か
し
、

退
職
し
て
の
参
加
に
つ

い
て
は
労
使
の
問
題
で

あ
る
と
考
え
る
。

山
本　

能
力
の
あ
る
人

材
の
活
用
に
つ
い
て
、

行
政
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。

市
長　

情
報
の
提
供
面

で
の
協
力
、
ま
た
各
関

係
部
署
を
相
談
の
窓
口

と
し
、
連
携
を
取
り
な

が
ら
行
っ
て
い
き
た

い
。
指
導
者
に
対
し
て

の
行
政
的
支
援
は
行
っ

て
お
ら
ず
現
実
的
に
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。

児
玉　

重
複
路
線
で
あ

る
、
現
存
の
県
道
37
号

線
の
歩
道
の
改
修
や
直

線
化
、
豊
栄
ま
で
の
道

路
改
修
の
方
が
喫
緊
の

課
題
と
考
え
る
が
。

市
長　

本
事
業
と
あ
わ

せ
て
当
面
の
課
題
と
し

て
の
現
存
の
道
路
改
修

も
要
望
し
て
い
く
。
い

ず
れ
に
し
ろ
方
向
性
を

定
め
て
い
く
。

児
玉　

中
学
校
の
再
編

は
、
若
者
定
住
の
観
点

か
ら
、
市
内
県
立
２
高

校
と
の
連
携
が
必
要
で

は
。

市
長　

中
高
一
貫
も
含

め
、
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
考
え
て
い
く
。

教
育
長　

主
旨
は
十
分

理
解
で
き
る
。県
教
委
、

担
当
課
と
は
連
携
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

児
玉　

魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
の
た
め
に
は
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
等
、

環
境
整
備
も
含
め
、
あ

ら
ゆ
る
視
点
か
ら
議
論

が
必
要
で
は
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
の

視
点
で
、
そ
の
方
向
性

を
大
き
な
課
題
と
し
て

捉
え
議
論
し
て
い
く
。

児
玉　

平
成
26
年
度
一

般
会
計
予
算
の
推
計
は

185
億
５
０
０
０
万
円
と

厳
し
い
状
況
が
示
さ
れ

て
い
る
。
予
算
編
成
に

対
す
る
考
え
は
。

市
長　

推
計
額
よ
り
増

額
と
な
る
が
交
付
税
や

人
口
が
減
る
中
で
、
思

い
切
っ
た
行
革
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

吉田・向原以降の
実現性は
市長／資金的にも　　　

ハードルが高い　

東
広
島
高
田
道
路児玉 史則

（絆）

健康教室における指導風景（吉田温水プール）

東広島高田道路（イメージ）

山本 　優
（絆）

指導者の活用

市
長
／
行
政
的
支
援
は
困
難

人
材
育
成
と

活
用
に
つ
い
て
は
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臨時会

第
１
回
臨
時
会

　

８
月
5
日
、
25
年
第

１
回
臨
時
会
を
開
催

し
、
議
案
「
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
つ
い

て
【
向
原
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
】」

の
審
議
を
し
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

■
質　

疑

青
原
・
玉
重　

追
加
工

事
は
市
内
業
者
に
や
っ

て
い
た
だ
く
の
が
筋
だ

と
思
う
が
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

　

市
内
業
者
の
活
用
と

い
う
思
い
は
あ
っ
た

が
、
安
全
性
・
施
工
性

を
考
え
た
場
合
、
一
体

的
に
工
事
を
し
た
方
が

よ
い
と
判
断
し
た
。

金
行　

工
事
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
か
。

竹
本
企
画
振
興
部
長

　

９
月
末
の
完
成
を
目

指
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

第
２
回
臨
時
会

８
月
26
日
、
25
年
第

２
回
臨
時
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

○
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

　

推
薦
決
定

工事中の向原生涯学習センター視察

可
決

工事請負契約の変更（向原生涯学習センター）

４４５２万円追加
総工事費 ９億8217万円

芸北広域環境施設組合
（きれいセンター）

ごみの出し方 　 ワンポイントレッスン
～プラスチック製容器包装の出し方について～ 対象は、プラマークのあるものです

お菓子の袋は
逆さにしてふるって、
中身をきれいに出す

カップ麺や弁当
パック･トレーは
不用な布や紙でふき
取るか、水ですすい
で乾かす。

チューブやボトルは
２～３回くらい、水で
すすいで、水気を切
る。

ピンク色のごみ袋に
入れます。（1袋３０円）

お願い！
袋の口をガムテープ
等で止めないで。

汚れたものは、リサイ
クルできないので、
出さないでください。
処理するときに他のき
れいなプラ容器も汚れ
てしまいます。

テープに容器などが
くっついて困ります。
袋が破れたところを
テープで貼るのは、か
まいません。（缶、びん
も同様）

汚れがとれないもの、ハガキより小さいものは、
「燃えるごみ」で出してください。
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議会報告会

吉田
地区

八千代
地区

・と　き　８月１日(木）
　　　　　　午後７時～
・会　場　クリスタルアージョ
・参加者　31人

・と　き　８月２日(金)
　　　　　　午後７時～
・会　場　八千代文化施設フォルテ
・参加者　39人

職員と特別職は給与削減
を行ったのに、なぜ、議
員報酬の削減をしなかっ
たのか。

八千代支所整備計画が凍
結しているが、早急にな
んとかして欲しい。

これから莫大な借金をどう
やって補っていくのか。執行
部・議会・市民と共に議論す
る場が必要と考えるが。

道の駅の場所は決まっている
のか。議会として充分に調査
した上で了解したのか。

人口は減っているが、議員
定数は削減しないのか。

八千代町は広島市の玄関口で
ある。空き家・荒廃農地・人
口対策は。

これまで議員定数の削減、委員会日当の廃止な
ど議会改革に努めています。２日間にわたる協
議を行った後、多数決（賛成８反対９）の結果、
議員報酬の削減は行わないこととなりました。

公共施設現状分析調査を踏まえ早急に取り組む
予定となっています。支所機能の充実のため、
施設は必要と考えますので、引き続き調査研究
していきます。

執行部・議会・市民が、お互いに今の現実
を理解し、ソフト面・ハード面を含めて、
本当に必要なものを協議しながら決定して
いく必要があると考えます。

国の事業であり、吉田町可愛地域の産直市
の所に決定しています。交通事故を防ぐと
いう国土交通省の基本的考えであり、場所
の変更はないと考えます。

合併以来、改選ごとに議員定数の削減をして
きています。議会改革の中で、議員定数はど
うあるべきか考える必要があると思います。

どの地域も同じように人口が増えるよう考
えています。地元の方と協力して、もっと
発展するよう頑張りたいと思います。

Q1

Q1

Q2

Q2

Q3

Q3

A1

A1

A2

A2

A3

A3

『意見交換会』での主な意見や質問
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議会報告会

美土里
地区

高宮
地区

・と　き　８月７日(水）
　　　　　　午後７時～
・会　場　美土里支所
・参加者　25人

・と　き　７月26日(金）
　　　　　　午後７時30分～
・会　場　高宮支所
・参加者　39人

北の関宿周辺の空き地の
利活用が必要では。

開かれた議会報告会とあるが、回数
を増やして欲しい。平日開催・若者
の参加は。

あじさい聖苑の利用方法、祭
壇・弁当の扱いがよくわから
ない。

要介護や認知症になっても自宅で生活した
い。地域包括支援センターなどの業務相談
を支所でして欲しい。

保育所の統廃合について、既存
の施設利用に拘らず、防災や次
世代を踏まえ新設も検討してい
ただきたい。

支所機能の充実により農
業振興・有害鳥獣対策を
行う事が、安心した定住
に繋がるのでは。

合併以前にインターチェンジ周辺整備計画等で
購入した土地であり、地域拠点整備に沿った有
効利用の模索段階です。

4年前から年1回行っています。今
後の方向性を協議したいと思います。

利用方法は広報などでお知らせしています
が、手続の際におたずねください。

要望も含めて高齢者支援セン
ター（地域包括支援センター）
について協議します。

要望書を提出されておられることを聞い
ています。議会でも注視していきます。

JAとも連携し、農業振興を図っています。耕
作放棄地の対応・里山整備など住みやすい環境
づくりの政策に取り組みたいと思います。

Q1

Q1

Q2

Q2

Q3

Q3

A1

A1

A2

A2

A3

A3

２５年度議会報告会
市内６か所で開催
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甲田
地区

向原
地区

・と　き　７月30日(火）
　　　　　　午後７時30分～
・会　場　甲田支所
・参加者　48人

・と　き　８月３日(土）
　　　　　　午後７時～
・会　場　向原公民館
・参加者　26人

公民館の調理室が使えな
くなった。新設の施設の
考えは。

高規格道路と繋がる県道には歩
道がない。県道・市道・農道に
安心安全な道路改良計画を。

光ネットが整備されたが、議
会中継などの発信はどのよう
に進めるのか。

補助金の無駄遣いが多い気がする。

�｢時代に即応した機構改革｣ ｢行財
政改革｣など検証し推進すべき時だ。
重要な案件は議会全体で方向性を示
し市民に伝える事が必要だ。

これからの農業法人の
あり方は。

公民館が廃止となったため、近隣の調理室の使
用をお願いしています。市全体の施設状況の調
査を踏まえて判断することになりますが、新設
は現在の状況では難しいと思います。

県の方針は一路線に２事業は行わないと
のことだが、前向きに検討中と思ってい
ます。生活者重視の安心安全な道路整備
を提案します。

議会の情報発信の方法について、議会事務
局とCBBS（中国ブロードバンドサービス
株式会社）で検討中です。

補助金の使用目的は、各地域により
様々です。補助金は監査を受けていま
す。色々な問題点を整理します。

各委員会、活動を充実し、開かれた
議会を目指します。

国の「人・農地プラン」の施策を展開して、地域
に密着した農業法人とすべきではないかと思いま
す。

Q1

Q1

Q2

Q2

Q3

Q3

A1

A1

A2

A2

A3

A3

議会報告会
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甲
田
町

�

影
山
誠
司
さ
ん

　

議
会
報
告
会
を
開
催
さ
れ

る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
若
い
世

代
の
人
々
の
参
加
が
少
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
議
員
さ
ん
が
何

か
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
仲
良
く
し
て
く

れ
と
は
言
わ
な
い
が
、
も
う

少
し
議
員
さ
ん
た
ち
が
仲
良

く
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
市
民
が
選
ん
だ

人
た
ち
で
す
よ
。

　

自
信
を
持
っ
て
く
れ
な
い

と
、
私
達
は
本
当
に
不
安
に

な
る
ん
で
す
よ
。

　

ま
じ
め
な
議
員
さ
ん
と
そ

う
で
な
い
人
た
ち
で
、
あ
ま

り
に
も
そ
の
差
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

甲
田
町

�

今
村
義
照
さ
ん

　

９
月
定
例
議
会
を
ほ
ぼ
傍

聴
し
た
。

　

前
年
度
の
決
算
審
査
過
程

で
、
近
未
来
の
市
政
の
方
向

付
け
を
探
り
た
か
っ
た
故
で

あ
る
。

　

26
年
度
か
ら
交
付
税
減
額

が
明
確
で
、
そ
の
対
応
策
と

し
て
、
市
政
の
政
策
、
施
策

の
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

事
業
・
事
務
の
取
捨
選
択
、

合
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
さ
に
行
政
評
価
に
よ
る

議
会
側
の
評
価
で
、
執
行
部

と
対
座
し
、
論
議
す
る
こ
と

に
よ
り
市
民
に
説
明
責
任

を
果
た
す
役
割
が
あ
る
が
、

個
々
の
意
見
に
終
わ
り
、
議

会
全
体
と
し
て
の
論
議
や
意

見
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
感

じ
ら
れ
る
。

　

議
会
の
役
割
に
つ
い
て
、

あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
定
例
会
で
あ
る
。

議会のうごき

月 日 曜日 会議等の名称 会議の主な要旨

７

５･12･18･24 議会広報特別委員会 議会だより38号の編集・校正
17 水 全員協議会 農業委員の議会推薦、議会報告会　

31 水
全員協議会 向原町生涯学習センター（現地視察）
議会運営委員会 臨時会の開催について

７/26～８/７ 議会報告会 議員６班で市内６箇所にて開催

８

５ 月
第１回臨時会 工事請負契約の変更について
全員協議会 農業委員の議会推薦について
議会運営委員会 第３回定例会・第２回臨時会の運営

19～2１ 文教厚生常任委員会 先進地視察（尼崎市、四日市市、岐阜市）
21～23 総務企画常任委員会 先進地視察（白石町、小値賀町）

26 月
第２回臨時会 農業委員会委員の推薦について
全員協議会 議会報告会のまとめについて

28～30 産業建設常任委員会 先進地視察（内子町、四万十町）

９

３ 火 議会運営委員会 第３回定例会の運営について
10 火 第３回定例会（開会） 議案の上程、委員会付託
11 水 予算決算常任委員会 25年度補正予算審査

12・13 第３回定例会（一般質問） 質問者14人
18 水 文教厚生常任委員会 付託議案の審査、所管事務調査
19 木 総務企画常任委員会 付託議案の審査、所管事務調査
20 金 産業建設常任委員会 陳情の審査、所管事務調査

24～26 予算決算常任委員会 24年度会計決算審査
26 木 全員協議会 議会報告会の意見感想等について

■25年第４回定例会は12月初旬から下旬の期間で、開催を予定しています。
※	詳細は、市のホームページや通知公報でお知らせいたします。

25年7月～9月の議会の主な活動状況議会のうごき

傍
聴
記
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26

　

議
会
だ
よ
り
第
24
号
～
28
号
ま
で
が

「
文
化
財
を
描
こ
う
」
１
期
目
で
、
第
36

号
か
ら
は
２
期
目
で
皆
様
へ
お
届
け
を
し

て
お
り
ま
す
。「
オ
ロ
チ
」「
木
造
校
舎
」

「
八
幡
神
社
」
そ
し
て
、今
回
「
木
お
い
こ
」

と
毎
回
子
ど
も
た
ち
の
絵
に
は
繊
細
で
、

全
体
の
立
体
感
を
う
ま
く
描
い
て
い
る
こ

と
に
感
銘
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
広
報

委
員
も
子
ど
も
た
ち
の
絵
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
一
生
懸
命
定
例
会
閉
会
後
に
毎
週
１

回
は
集
ま
り
広
報
内
容
を
ま
と
め
て
い
る

状
況
で
す
。

　

常
に
、
初
心
の
気
持
ち
で
広
報
に
携

わ
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
皆
様

の
意
に
叶
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
心
配

な
面
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
聴

か
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
広
報
が
充
実
し

た
内
容
に
な
る
よ
う
日
々
研
鑚
し
「
手
に

取
っ
て
み
ら
れ
る
広
報
」
に
仕
上
げ
て
い

く
よ
う
委
員
一
丸
と
な
り
ま
い
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

寒
暖
の
差
が
激
し
く
な
る
季
節
、
体
調

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
前
重
昌
敬
）

〈
発
行
責
任
者
〉

�

議　
　

長　

塚
本　
　

近�

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

�

委
員
長　

石
飛　

慶
久�

�

副
委
員
長　

宍
戸　

邦
夫�

�

委　
　

員　

玉
重　

輝
吉�

�

玉
井　

直
子�

�

久
保　

慶
子

�

前
重　

昌
敬

広島市より21家族

埃ノ宮神社秋季例大祭（10月13日）

重信地域での農業体験（9月16日）

深瀬ひょっとこ同好会（10月13日）

潜龍峡ふれあいの里「収穫祭」（10月6日）

収穫に感謝！

この場所で最後の運動会

五
穀
豊
穣

地
域
一
体

向原こばと園運動会（9月28日）

全国優勝おめでとう！

第26回来女木宮地山神社秋祭り
神輿御旅行事（10月6日）

水車米でおもてなし
� ごくろうさま！


